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序

 須崎市は高知県の中央部,須 崎湾に面 して新荘川の河口に発達 した港を中心 とした市です｡須 崎

湾はリアス式海岸によって形成 された海岸線に深 く入 り込んだ湾であ り,高 知県随一の良港 として

重要な位置を占めています｡ま た,産 業面では石灰岩を素材 としたセメントなどの工業が発達 して

お り,高 知市と並ぶ産業都市 として発展 してきました｡

 この須崎市の歴史上における姿は明確ではあ りませんが,中 世においては新荘川の中流域である

葉山村の姫野々城跡 を居城 とする津野氏の支配する湊町 としての須崎の存在を知 ることがで きま

す｡さ らに遡れば,銅 剣(波 介遺跡)や 銅鉾(飛 田坂本遺跡)も 出土するなど,弥 生時代の遺跡 も

数多 くみられ,古 くから開かれた地域で した｡

 さて,今 回の確認調査は建設省所管の須崎道路建設に伴 う調査で した｡須 崎道路は,県 土の交通

網整備の一環 として四国横断自動車道伊野～須崎間に接続する国道56号 線のバイパス機能を有する

道路であ り,現 国道のルー トからは離れています｡

 新たな須崎道路のルー ト周辺には,先 に述べた銅鉾の出土地である飛田坂本遺跡や中世城跡であ

る畦田城跡,ま た上流部には弥生時代の弘岡乙丸遺跡,山 添遺跡 などが所在 してお り,桜 川の流域

は原始･古 代 より生活の場 として利用されていたものです｡こ のような遺跡の立地状況からみて,

須崎道路建設対象地 には埋蔵文化財が存在する可能性があるため,事 前の確認調査を行 うこととな

りました｡

 確認調査の実施にあたっては,建 設省四国地方建設局土佐国道工事事務所の御理解 と御協力を頂

き,ま た,高 知県教育委員会及び須崎市教育委員会,さ らには地元の方々の御協力を頂 くことによ

り,順 調に調査を進めることができました｡御 協力を頂いた皆様 に感謝するとともに,確 認調査の

結果が今後の埋蔵文化財の保護 に生かせれば幸いです｡

1996年2月

財団法人高知県文化財団

埋蔵文化財センター

所 長 原 雅 彦





例  言

1.本 報告書は須崎道路建設に伴 う埋蔵文化財確認調査の報告書である｡

2.調 査は建設省四国地方建設局土佐国道工事事務所の委託を受け,財 団法人高知県文化財団埋蔵

文化財セ ンターが実施 した｡

3.調 査対象地は須崎市吾井郷地区の須崎道路建設工事範囲の内,建 設省工事部分である｡

4.須 崎道路は国道56号 線改良工事であるとともに,日 本道路公団が建設中の四国横断自動車道伊

野～須崎に接続 し,完 成後は高速道として共用される予定であ り,計 画範囲内には道路公団用地

が存在する｡

5.調 査 はJR四 国の土讃線 との交差部分の工事が先行す るため に,現 国道56号 線 とJR四 国土讃

線 との間 をⅠ 区,JR四 国土讃線以南 をⅡ 区 として,2区 に分 けて実施 した｡

6.調 査期 間 はⅠ 区が平成7年5月22日 ～6月2日,Ⅱ 区が平成7年ll月9日 ～ll月30日 であった｡

7.調 査 面 積 はⅠ 区 －230㎡,Ⅱ 区 －592㎡ の 合 計822㎡ で あ る｡

8.調 査は埋蔵文化財センター調査第2係 長森田尚宏･専 門調査員田坂京子が担当 した｡報 告書の

執筆はⅡ章 を田坂,そ れ以外 を森田が分担 し,編 集は森田が行 った｡

9.出 土 遺 物 の 実 測 図 は 縮 尺1/4と し た が,木 製 品 の 中 で19･20～23･51･54～58･74･76･77･

79･90に つ い て は1/6と し た｡ま た 写 真 の 縮 尺 は 不 同 で あ る｡

10.出 土遺物等の資料は高知県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している｡ま た木製品の一部は

 保存処理 を行 った｡

11.調 査 にあたっては,土 佐国道工事事務所,高 知県教育委員会,須 崎市教育委員会,地 元吾井郷

 地区の方々にご協力を頂いた｡記 して感謝する次第である｡

12.須 崎道路確 認調 査の調査略号 は95－4SDで あ り,遺 物 の注 記 も同様で ある｡
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I 調査 の経緯 と経過

 国道56号 線は高知市 と愛媛県松山市を結ぶ四国西部の幹線国道であ り,四 国を巡る大動脈 となっ

ている｡県 内では高知市を起点 とし,須 崎市等 を通 り,土 佐の小京都 と呼ばれる中村市そ して宿毛

市を通過 し,愛 媛県へ と続いている｡県 西部の生活,産 業に密着 した国道であ り,交 通量 も年々増

加の一途である｡特 に高知市への通勤範囲である春野町,土 佐市高岡と須崎市,そ して中村市 と宿

毛市を中心 とする範囲では,朝 夕の通勤 ラッシュによる渋滞が慢性化 してお り,根 本的な解決策が

望まれていた｡こ の ような状態を受けて建設省では,日 本道路公団による四国横断自動車道の須崎

までの建設 とも合わせ,春 野バイパス･土 佐市バイパス･須 崎道路･中 村宿毛道路等の道路改良,

バイパス建設,高 規格道路の新設等の事業が計画され,順 次着手 されてきた｡須 崎道路 も高規格道

路 として計画され,高 速道路の終点である須崎市吾桑から市街地を抜け,新 荘川に至 るルー トが決

定 された｡平 成5年 度には地元協議 も調い,事 業が実施されることとなった｡

 須崎道路計画地内には周知の埋蔵文化財包蔵地は存在 していなかったが,周 辺部 に遺跡の所在が

確認 されてお り,建 設省 と県教育委員会の協議の結果,計 画地内の事前の確認調査 を実施すること

となった｡こ れを受けて平成5年 度には須崎市西部の池の内地区の確認調査が行われ,平 成7年 度

には須崎市東部の吾井郷地区の確認調査が実施 されることとなった｡吾 井郷地区の路線計画は,国

道56号 線 と高速道路の終点であるインターチェンジとを結び市街地へ延びるルー トであ り,桜 川か

らJR土 讃線 に添った範囲が調査対象 とされた｡

Fig.1 調査地位置図
1



Ⅱ  位置と歴史的環境

1.位 置

 須崎市は,土 佐湾のほぼ中央に位置 し,行 政区画では高岡郡に属 している。東か ら東北は土佐市,

北は佐川町,西 は葉山村,大 野見村,南 西は中土佐町と境 を接 している｡こ の地域は水系を中心に

みていくと,今 日の須崎市,葉 山村 を潤す新荘川がその中心になる｡他 に須崎平野東部を潤す桜川,

久礼平野を流れる久礼川,長 沢川,元 川の三小河川があ り,新 荘川流域平野の西にある標高461メ

ー トルの布施 ヶ坂峠を越 えると
,四 国山地の高原の村,東 津野村と四国山地に抱かれた山間の町,

梼原町に至る｡JR土 讃本線は高岡郡佐川町を経て市域 に入るとほぼ国道56号 と平行 して走 り,中

村市へ と続いている｡ま た,愛 媛県宇和島市へ通ずる梼原街道の起点で もあり,県 西部 と四国山地

の山間部 とを結ぶ交通の要所 となっている｡

 この須崎市を地理的にみれば,東 経133°18'40”,北 緯33°25'20” に位置 し,平 野部は少ないな

がら,須 崎湾,野 見湾,浦 ノ内湾が湾入する県中西部のリアス式海岸に沿って,横 波三里 と呼ばれ

る景勝の地 をな している｡

 今回,調 査の対象となった吾井郷地区は桜川の下流 に面 し,周 囲を山に囲まれているが,標 高も

低 く,以 前は低湿地地帯であったものと考えられる｡現 在 は耕地 となり,山 沿いに集落が続 く景観

である｡

2.歴 史 的環 境

 高知県は,大 半が山国であり,平 野部は各河川の河口付近に存在するにすぎない｡し かも東西に

長 く,南 を太平洋,北 を四国山脈に阻まれ,隔 絶 されているため,河 川流域ごとにそのもつ地域文

化が異なるという特徴を持っている｡須 崎市は,新 荘川流域水系の文化圏に属するが,こ の地域は

大きくわけて,須 崎湾に面する海岸平野 とその北 に続 く四万十川上流の山間地域の二つの地域か ら

なっている｡両 者の間には布施ヶ坂峠があ り,全 く水系を異にするが,縄 文時代の遺跡の分布で一

つのつなが りを示 し,平 安時代末以降においても津野荘 と呼ばれる荘園で収 まる地域であ り,歴 史

的には一つに纏まる文化地域である｡現 在,須 崎市には48箇所の遺跡(縄 文2,弥 生10,古 墳3,

古代2,中 世30,近 世1)が 確認 されてお り,縄 文時代か ら近世 までの各時代 にわたっている｡中

で も弥生時代の遺跡は新荘川下流域 と桜川流域 に集中してお り,新 荘川流域の波介遺跡からは銅剣

3本,桜 川流域の飛田坂本遺跡では銅鉾2本,山 添遺跡では銅剣形石剣1本 が出土 している｡ま た,

この地域の古社には銅剣を宝物 としている神社があ り,須 崎市多ノ郷賀茂神社 に銅剣1本,葉 山村

三島神社に銅剣2本,す ぐ近 くの白雲神社 に銅剣1本 が伝わっている｡こ のように7本 の銅剣 と2

本の銅鉾,1本 の石剣が須崎湾沿岸 と新荘川流域 に集中して分布 してお り,こ の地域 は県内の青銅

器分布地域の一つの中心地帯 となっている｡古 墳時代の遺跡では,浦 ノ内湾口に灰方古墳群 と呼ば

れる2基 の古墳が存在 していた｡

 津野庄は元来,京 都下鴨神社の荘園として始まったが,南 北朝時代頃より次第に津野氏により侵

略 され,応 安五年(1372)に は実質上津野氏の支配下に入った｡津 野氏は戦国時代 には土佐七守護

の一つ として勢力を拡大 し,半 山(現 葉山)の 姫野々に本城を構えたが,そ の後天正の末頃,津 野
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親忠が本城を姫野々から須崎の城山に移 し南麓に城下町を造ったと伝えられ,津 野庄および山間部

の物資積出地 として栄えた｡中 世の遺跡 としては,7箇 所の城館跡(岡 本城,須 崎城,石 木戸城,

針木城,札 付城,神 崎城,中 平城,畦 田城)が 確認されている｡

 その後,慶 長六年の山内一豊の入国以降,近 世村落の編成に伴い須崎村以下十三ヶ村が成立 し,

街道要所の須崎村には送番所が設けられた｡ま た津野の地名はその原拠地である吾井郷津野村の消

滅以後,近 世になって山問部の津野山郷(現 梼原町,東 津野村)と して残った｡須 崎市の近世遺跡

としては,土 佐藩砲台跡が国の史跡 として指定 されている｡

 現代 になってか らは,昭 和29年 に須崎町,上 分村,吾 桑村,多 ノ郷村,浦 ノ内村が合併 して須崎

市となり高岡郡か ら分離 し,交 通の要所 として栄え,高 知市に次 ぐ人口を擁 している｡

No

1

2

3

4

5

遺 跡 名

調査対象地

飛田坂本遺跡

山添遺跡

弘岡乙丸遺跡

波介遺跡

No

6

7

8

9

10

遺 跡 名

西ノ クボ遺跡

南ノ沖遺跡

行正遺跡

竹ノ鼻遺跡

陰畑遺跡

No

ll

12

13

14

15

遺 跡 名

岩永遺跡

畦田城跡

石木戸城跡

菊ノ森城跡

張城遺跡

No

16

17

18

19

20

遺 跡 名

針木城跡

土居ノ谷遺跡

久保ノ前遺跡

札付城(奥 浦城)跡

切畑遺跡

No

21

22

23

24

25

遺 跡 名

土居遺跡

トギヤ遺跡

須崎城跡

岡本城(巣 の森城)跡

土佐藩砲台跡

Fig.2 周辺遺跡分布図
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Ⅲ調 査 内 容

1.調 査 の方 法

 須崎 道路建 設予定地の中で今 回,確 認調査 の対 象 となったのは吾井郷 地区であ る｡吾 井郷地 区は,

須崎市街 地か ら大間,多 ノ郷 を経 て東側約4kmの 地 点であ り,現 在 もJR土 讃線が桜川沿 いに通 る

な ど,古 くか ら佐 川町 を通 じて仁淀川流域 との流通 ルー トの一部であ る｡須 崎道路 は,国 道56号 線

か ら分 岐 して桜 川 に沿 って南下 し,JR土 讃線 と交差 した地点で高速道路 とのイ ンターチ ェンジに

合 流す る｡イ ンターチ ェ ンジか らは,須 崎市街 を高 架及び トンネルで抜 け,新 荘川 に至 る計 画であ

る｡調 査 は路 線計画の 中で,国 道分岐 か ら県道浦 ノ内線 までの 間が最 も遺跡 の所在 する可 能性 が高

い と考 えられ たので,こ の 区間を対象 として開始 された｡調 査の実施 にあたっては,建 設省 との協

議 の結 果,国 道分岐～JR土 讃線交差 間が工事用 道路建 設の ため に早急 な対応が必要 とな ったため,

まず この区間 を Ｉ区 として1次 調査が 開始 された｡ま た,JR土 讃線交差 か ら県道浦 ノ内線 の間 は

Ⅱ区 と して2次 調査 を行 うこ ととなった｡

 調査 の方法 は,調 査対象地 につ いて現地 の状 況 に応 じた任意 の位置 にグ リッ ドを設 定 し,試 掘 調

査 を行 った｡試 掘 グ リッ ドは基本 的に4mグ リッ ドと し,重 機及 び人力 で掘 り下 げ,遺 構,遺 物の

検 出 に努め た｡ま た,重 機が入 れない部分 について は2mグ リッ ドとして,人 力 によ り掘 り下げ を

行 った｡Ｉ 区は平 成7年5月22日 ～6月2日 の 間に調 査面積230㎡,G1～Gl7のl7グ リッ ドの調

査 が行 われ,Ⅱ 区 につ いては平 成7年ll月9日 ～ll月30日 の間 に調 査面積592㎡,Gl8～G54の37

グリ ッ ドの調査が行 われ た｡調 査面積 は合計822㎡ であ る｡

Fig.3 調 査 対 象 地 範 囲 図 S=1/10,000
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Fig.4 試 掘 グ リ ッ ド位 置 図(Ｓ=1/2,000)
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2.Ｉ 区 の調 査

 Ｉ区の グリッ ドはG1か らGl7で あるが,未 買収地及 び現 地の作物等の 関係 か ら国道分 岐部分 と

南半分 のJR土 讃線 の交差部分 を中心 にグ リッ ドを設定 した｡グ リッ ドの中でG1･2･7･8･

16･17は 重機 が入 らなか ったため2mグ リッ ドとし,人 力 によ り掘 り下 げを行 った｡各 グリッ ドの

調査状 況 を次 に述べ る｡

 17箇 所 の グリ ッ ドの 中で遺物 を出土 したグ リッ ドはG1･2･7･8･9･10の6グ リッ ドであ

るが,遺 構 はいずれの グリ ッ ドにお いて も検 出 され なか った｡各 グ リッ ドの遺物 出土及 び層位 につ

いて は,Tab.1の とお りであ るが,国 道分 岐部分(G1･2･7･8)とJR土 讃線 の北西部分(G

9･10)に おいて遺物の 出土が確認 されている｡G1で はⅤ･Ⅵ 層 か ら29点 の遺物 が出土 してい る

が,土 師質土器18点･瓦 質土 器2点･青 磁･白 磁各1点 と中世が 中心 で あ り,須 恵器7点 が混 入 し

てい る｡土 器 はいずれ も細片 であ り,や や摩耗 してい るこ とか らも,桜 川 の上流域 か らの流れ込み

と考 えられ る｡な おⅦ 層 には炭化物 の細片 が含 まれてい た｡G2に お いて もⅥ層 よ り土 師質土器11

点･青 磁1点 が 出土 しているが,や は り流 れ込 みの堆積 であ る｡土 師質土器 の中 には回転 糸切 りの

底部がみ られ,杯 の破片 である｡G7･8で はⅣ 層 か ら土師質土器6点･瓦 質土器1点･須 恵器1

点が出土 してい るが,G1･2に 比べ量 的 には少 な く国道 よ りに遺物分布 の中心 があ るもの と考 え

られる｡G9で は,地 表下約1.5mま では粘 土層及 び砂 利層 の無 遺物層(Ｉ ～Ⅶ 層)で あるが,Ⅴ

層中 よ り1点 で はあるが土 師質土器 が出土 してい る｡Ⅷ 層下面 では桜川 の旧河川 流路 の一部 と考 え

られる溝跡(SR-1)が 検 出 された｡SR-1は ほ ぼ南 北方 向で あ り,全 幅2.8m,検 出長7mの 規

模 が確 認 され てい る｡断 面 はU字 状 であ り,深 さは中央部で約60cmと 皿状 に近 い形状 であ る｡埋 土

は上層部か ら1層 褐色砂利層,2層 青褐色粘 土層,

3層 明青灰色砂利層,4層 青灰色砂層,5層 青灰色

シル ト層で あ り,基 盤 となる土層 はⅨ層暗 灰色 粘土

層 である｡SR-1の 遺物 出土状 態 をみ る と,埋 土 上

層のⅦ 層下部 で2本 の杭 が検 出 され,さ らにSR-1

埋 土2層 か ら壁 面 にか けて7本 の杭 が 出土 してい

る｡埋 土2層 上部 には木枝,木 葉,柴 等 の薄い植 物

堆積 層がみ られ,鋤 状未製 品 と加工 木片 も2層 中か

ら出土 して いる｡土 器 は2層 下部 か ら3層 にかけて

出土 してお り,SR-1の 北壁付 近 に集 中 していた｡

さらに基盤層であ るⅨ 層 の下層 であるⅩ 層褐灰色 粘

土層 か らは,外 面 に条痕文が み られる縄文土 器 と思

わ れる破 片が1点 出土 している｡SR-1か らは36点

の土器が出土 しているが,す べ て土 師器 であ り大半

が細片であ った｡土 師器 の中で図示 で きたのは3点

であ り,甕 の 口縁部で ある｡3は 緩 やか に外 反す る

口縁 部であ り,摩 耗 しているが外面 にはハ ケ 目,内
Fig．5 G9平 面 図(Ｓ=1/125)
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面にはナデの跡がみられる｡4の 口縁部は強 く屈曲し,口 縁は若干内傾する。外面には右上が りの

タタキ目,内 面口縁 にはハケ目,体 部にはナデ及び指頭圧痕がみられる｡5の 口縁部は頸部で外反

気味に屈曲する｡外 面はハケ調整によりタタキ目を消すが,若 干のタタキ目が残されている｡以 上

の状況からみて,SR-1は 古墳時代の自然流路 と考 えられ,出 土遺物 はやはり流れ込みの堆積であ

る｡し かしなが ら,流 路中及び流路の肩部において杭列が検出されていることからすれば単なる自

然流路への堆積ではな く,古 墳時代 における桜川下流域の生産活動の一端 を示 していると考えられ

る｡

 また,G9の 北側のGlOで はⅣ層 より土師質土器片2点 が出土 している｡

3.Ⅱ 区の調 査

 Ⅱ 区 はJR土 讃線 との交差部分 か ら県道 浦 ノ内線の間で あるが,JR土 讃線交差 部分の南側 には

四国横 断 自動車道 の終点 である須崎 イ ンターチ ェンジが計画 されてお り,須 崎道路 は インターチ ェ

ンジに接続 し,さ らに南下 して須崎市街地 を通過 す る予定であ る｡イ ンターチェ ンジの中央部 は高

速道路予定地 として 日本道路公 団の用地 となってお り,建 設省の須崎道路 がその周 囲 を廻 り,イ ン

ターチ ェンジを介 して高速道路 とのアクセス道路 となってい る｡今 回のⅡ 区の調査 では,道 路 公団

用地の周辺 とJR土 讃線 に添 った須崎道路計画地 が対 象であ り,Gl8か らG54の37グ リッ ドが調査

された｡Ⅱ 区で は重機 による掘 り下 げ可能 であったので,す べ ての グ リッ ドが4mグ リッ ドであ っ

た｡

 調 査の 中で遺構 を検 出 した グ リッ ドは存在 しなか ったが,Gl8以 下19箇 所 の グリ ッ ド(Tab.1

参照)で 遺物 が出土 してい る｡各 グ リッ ドか らの出土遺物 は土師質土器が 中心 であ り,層 位 的 にはⅢ

･Ⅴ･Ⅵ 層 か ら出土 してい るが細片で あ り,須 恵 質土器,土 師器 と混在 して出土 しているグ リッ

ドもあ り,基 本的 には流れ込み による堆積 と考 え られる｡ま た,G22･27で は杭列が検 出 されてい

る｡各 グ リッ ドの出土遺物 をみ る と,Gl9で は須恵器,土 師質土 器 とと もに塗椀が 出土 している｡

塗椀 は底部 の破片 であ り,見 込み に朱漆 に よる亀 甲文が描 かれ るが,漆 が断片的 に しか残 されてい

ないので全体 的な文様 は不 明であ る｡G21で は青磁 の盤 とみ られる底 部が出土 してお り,2次 堆積

ではあるが桜川流域 の中世 を知 る良好 な資料で ある｡G22で はⅧ 層 か ら杭21本 か らなる杭列が検 出

されている｡Ⅷ 層 は灰色粘 土層 であ るが,共 伴遺物 は土 師器 の細 片1点 であ り,時 期的 には古墳時

代 の可能性 もあるが,明 確 では ない｡G23で は土師器がⅤ 層 か らll点,Ⅷ 層 か ら2点 とやや多 く出

土 しているが,Ⅴ 層 では土 師質土 器1点 も伴 って いる｡G27で はⅢ 層茶灰褐色 粘土層か ら杭24本 の

杭列が検 出 されている｡Ⅲ 層 か らは土 師質土器2点 も出土 してお り,周 囲の グリ ッ ドの状況か らみ

て も杭列 は中世段階 と考 え られる｡ま た,杭 列で はないが,G34で はⅢ 層灰色粘 質土層 か ら2本,

G39で はⅣ 層茶色粘土層 か ら9本 の杭 が出土 してお り,共 伴遺物 はないが出土層位 か らみて,や は

り中世以後の杭で あろ う｡G51で はⅣ 層茶灰色 粘土層中か ら曲物 の底板1点 と杭2点 が出土 して い

る｡他 の グ リッ ドで は各 々のグ リッ ドの層位 に違いがあ る もの の,Ⅲ･Ⅳ 層 を中心 に土師質土器等

中世の遺物が,Ⅴ ～Ⅷ 層で は土 師器,須 恵器 を出土 してい るこ とか ら,古 墳時代 と中世の二時期 の

堆積 を確 認す るこ とがで きた｡
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Ⅳま と め

 今回の調査 は須崎道路計画地における確認調査であったが,当 初,計 画地内には周知の埋蔵文化

財包蔵地の存在 は確認されていなかった｡し か し調査の結果,Ｉ 区,Ⅱ 区ともに遺物の出土が認め

られ,遺 構 は自然流路の検出のみであったが一応の成果をあげることができた｡各 グリッドにおけ

る遺物出土状況についての詳細は遺物出土グリッド表(Tab.1),出 土遺物については出土遺物計

測表(Tab.2)に 記載 したとお りであるが,全 体的にみると桜川の下流域 においては,分 布密度

は低いながらも遺物の散布が広範囲に広がっていることが判明 した｡遺 物の時期 としては,古 墳時

代 と中世の二時期が確認されている｡古 墳時代では,G9の 自然流路にみられるように土師器を中

心 とする古墳時代前期 と,Ⅱ 区の各グリッドでは散発的に土師器及び須恵器 を出土 してお り,古 墳

時代全般 に渡る時期が考えられる｡中 世の出土遺物は土師質土器の細片が中心であ り,時 期 を確定

する遺物は少 ないが,G21出 土の青磁からみると15世紀 を中心 とする時期を考えることができる｡

また,検 出された杭列は,G9の 自然流路であるSR-1を 除いて時期的に不明な点 も多いが,検 出

層位 と周辺 グリッドの層位及び出土遺物からみれば,中 世段階以後の所産 と考えられるものである｡

しかし,G22の 杭列 はⅧ層検出であることからSR-1と 同様に古墳時代の可能性が考 えられる｡

 桜川の流域 には,歴 史的環境に述べたように小規模な遺跡が山裾部に断続的に立地 してお り,そ

の周辺には中世山城跡が存在 しているが,中 流域から下流域 にかけての平野部には見るべ き遺跡の

存在はな く,特 に大間,多 ノ郷を含めた下流域は,リ アス式地形の沈降海岸である須崎湾に面 した

湿地帯であるところから,遺 跡は存在 しないと考えられてきた｡事 実上今回の調査対象地から河口

にかけては標高Omに 近 く,地 元の方の話で も戦前 までは汽水域が広がる芦原の状況であり,遺 跡

の存在は望めない地域である｡し か しなが ら,中 流域から調査対象地にかけては桜川の氾濫源では

あるが,遺 物の出土及び杭列の存在からすれば,古 墳時代 と中世 における水田耕作等の生産の場で

あ り,こ れに関係する集落等の存在が考えられる｡周 辺部において古墳時代の遺跡は存在 していな

いが,隣 接地の飛田坂本遺跡では銅鉾が2本 出土 したと伝えられている｡時 期的には弥生時代であ

り,今 回の調査結果 と直接的に結びつかないが,銅 鉾を有する集団が弥生時代 に桜川流域を根拠地

として存在 していたのであれば,引 き続 き古墳時代においてもこの地域 を基盤 とする集団が継続的

に存在 していた可能性は高 く,ま たその集落は未発見ではあるが,山 裾部から谷部にかけて立地 し

ているもの と考えられる｡さ らに,中 世段階では桜川周辺の山頂部4箇 所の中世山城跡が確認され

てお り,そ の裾部には居館の存在 も考えられ,こ れ らの遺物の分布範囲として今回の調査対象地が

含 まれるものであろう｡

 以上のように時期的には古墳時代及び中世 と断続 しているが,桜 川流域は仁淀川流域の佐川･越

知盆地から斗賀野を通 じて須崎湾へ至る最短ルー トであ り,同 じく須崎湾に注 ぐ新荘川 と同様 に山

間部 と大平洋岸を結ぶ交通路 として古来 より重要な位置を占めていたと考えられる｡今 回の調査結

果 もこのような地理的位置 と歴史的環境を裏付けるものであ り,さ らなる調査が進めば当地域 にお

ける弥生時代から中世にかけての歴史的発展が解明されるであろう｡
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Fig.6 G1～10セ ク シ ョ ン 図(S=1/50)
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Fig.7 G11～20セ ク シ ョン 図(Ｓ=1/50)
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Fig.8 G21～30セ ク シ ョ ン 図(Ｓ=1/50)
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Fig.9 G31～42セ ク シ ョ ン 図(Ｓ=1/50)
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Fig.10 G43～52セ ク シ ョ ン 図(Ｓ=1/50)

14



Fig.11 G53･54セ ク シ ョ ン 図(Ｓ=1/50)

Tab.1 遺 物 出土 グ リ ッ ド表
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Tab.2 出 土 遺 物 計 測 表1
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Tab.2 出土 遺 物 計 測 表2
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Tab.2 出土 遺 物 計 測 表3
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Fig．12 G7･9･19･21･28･29･38･43･44･46･49出 土 遺 物
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Fig.13 G9･19･21･22出 土 遺 物

20



Fig.14 G22･27出 土 遺 物
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Fig.15 G27出 土 遺 物
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Fig.16 G27･28･34･51出 土 遺 物
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落等の存在が考 え

られる｡
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